
２０１２年度協定校留学近況報告書 

記 入 日 2012年 11月 17日 

留 学 先 大 学 国立東洋言語文化学院 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：日本学部，（現地言語での名称）：JAPON 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2012年9月－2013年6月 

明 治 大 学 で の 所 属 法学学部法律学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部3年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

    

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

到着後、移民局やＯＦＦI、ＣＡＦなど様々手続きがあります。事前に調べていくと混乱することが無いと思います。こっちにきて、すぐにネット

環境が整う確率の方が少ないです。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：長期学生ビザ 申請先：      

ビザ取得所要日数：３週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：      

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

大使館のＨＰ参照 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

予約を取って、大使館に行く。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

なし 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

住む予定の家が変更になり、ビザがなかなかおりず、予定通りにいかなくなった。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

銀行口座、荷物の輸送。 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 ＡＩＲ-ＦＲＡＮＣＥ 

航空券手配方法 
旅行会社 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 
オイリー空港が最寄りだが、ドゴ－ル

空港を利用。 

現地到着時刻 １７時すぎ 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の出迎え 公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 １時間 



空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

      

大学到着日 9月 4日 20時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮        アパート         その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋   二人部屋        その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生  他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋  自分で探した     その他（     ） 

住居の申込み手順 大学まかせ 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

突然変更になり、大きな問題になった 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 ９月中に数回おこなわれた。 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 先生からのお話 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 9月 24日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

有り。郵便で資料を送り、許可が下り次第、健康診断を受ける。日数は３週間ほど。料金は７０ユーロ以下 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

口座開設３週間。400ユーロのデポジット。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

上記記入。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

ユーロ携帯で購入。日本でも購入可能 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（10月 20日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（直接事務所に） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

一般生よりも登録日が遅かった 



優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

2.履修単位数 

一学期の登録単位数・科目数を教えてください。   
9科目     単位 

多すぎた ちょうど良い 少なすぎた 

留学先大学の学生は週平均何科目とるのが一般的ですか？ 9科目／週（     時間）ぐらい 

3.授業内容 

現在までに受講している授業はどのように授業が進められていますか？（予復習，テスト準備など，アドバイスもご記

入下さい。） （下記授業の履修時期：2012年 9月から 2013年 6月） 

No. コース名／教授名 時間数／週 留学先での単位数 

１ フランス語/Ｍ.Loubatiere  6時間/４回       

必修科目として、用意されている。フランス語を学びたいのであれば、いい環境である。 

２ 和文仏訳/M,Fory 1.5時間/１回       

典型的な和文仏訳。レベル高い。 

３ 交換授業/生徒と ４時間/４回       

学校側に決められた生徒と、互いに情報交換や、教え合いをする。 

４ 日本語/Mme,thoye ６時間/４回       

日本語のアシスタント 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                        授業             

9:00 
                        授業             

10:00 
      授業 授業                         

11:00 
      授業 授業 授業 授業             

12:00 
            授業 授業 授業             

13:00 
授業 授業                         授業 

14:00 
授業 授業                         授業 

15:00 
授業 授業                         授業 

16:00 
授業 授業       授業                   

17:00 
                  授業                   

18:00 
                                          

19:00 
授業                                     

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          



Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

寮に問題あり、対応は現地の人にお願いしているが、日本のように丁寧な返答はなし。郵便物の紛失、対応は皆無、

directeur に直接書類にて返答を願うも皆無。ビザがおりにくくなっている。なぜか留学の途中でビザが切れているため、更新

が必要になる。私だけでなく、様々な大学の生徒に同じ問題がおきており、他大学では大学として問題提起を大使館に行っ

たほどである。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

ＩＮＡＬＣＯ大学は、フランス語を学ぶ環境としてとてもいい。日本語を学ぶ生徒と一緒にいくため、友人になりやすい。また、

諸外国から見た日本という新しい観点から日本を視ることも可能である。立地にも問題はなく、有意義な留学生活が送れる

であろう。何か質問があれば、事務室を通しご連絡ください。 

 


